
令和５年「学校で、語ろう」５回目は 11 月 21 日（火）、「学校の理

学療法士の仕事」というテーマで行いました。初のオンライン参加者

がいる会でした。前半は理学療法士の川野から、一般的な理学療法士
P T

の仕事の紹介や、神奈川県の県立学校に所属してい

る専門職（本校には P T
理学療法士

、 S T
言語聴覚士

がいますが、他の

学校では O T
作業療法士

やCP
心理職

が在籍している学校もありま

す）は、学校全体や教員向けの支援を中心として活

動していて、個別訓練ではなく、教員や学校という

組織を通してお子さんにかかわっていることなど

をお話ししました。本校の保護者の皆さんは、ぜひ、

担任を通して、専門職とかかわってみてください！

（地域の方であれば、教育相談のような形でご相談

をお受けしています。HP 等ご確認ください）さら

に、明日からの生活に結び付きそうな靴の選び方

（バレエシューズではなく、インソールなどがしっ

かりしたスニーカーがおすすめ！）など、具体的な話をお伝えしました。 

後半は、本校での取り組みが始まっている視線入力の体験会を行いました。見続ける行為

というのは難しく、「目が疲れる！」という感想も聞かれました。うまく使えたら、きょう

だい同士でゲーム対戦ができるかもしれないという期待の感想もありました。 

「学校で、語ろう」の最後にはスピーカーに向けてお手紙をいただくのですが、その中で、

視線入力に必要な機器について質問がありましたので、現在、学校で使用している機器を紹

介します。 

ハ
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ド
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Tobii
ト ビ ー

 

(PC Eye Mini) 

視線入力装置のキモ。視線をとらえるセンサーです。視線の動きを言わ

ばマウスのような働きに変換します。 

ノート PC スペックは高い方がよいです。学校にもともとある児童生徒用パソコン

ではソフトが動きませんでした。処理速度が遅いとカクカクした動きに

なり、楽しみも半減します。また、モニターの下のふちに Tobii を張り

付けるスペースが必要です。 

アシスタンド 視線入力に取り組みやすい高さや角度にノートパソコン等を固定する

道具です。 
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マウス 視線入力に取り組む前後、支援者がソフトなどを操作するときに使いま

す。 

スピーカー 授業中の発表など、音を大きめに出したいときに使います。個別の時に

は使っていません。 

ソ
フ
ト 

自作教材 学校では、パワーポイントなどで作った教材を使っています。一人一人

の興味関心に合わせて、選択や数の学習につながるものを担任が作って

います。 

Eye MoT 

シリーズ 

島根大学を中心に開発された視線入力訓練ゲームです。無料です。 

Look to Learn 視線入力に対応した、英国製のソフトです。有料です。 

「学校で、語ろう」今年度最後の予定は２月。スピーカーは平塚支援学校校長の予定です。 

 

工房
ワークショップ

の企画は通年で募集しています。児童生徒が参加できる企画だ

けではなく、「学校に必要そうなものを提案して作りたい」「保護者や

地域住民で集まって交流したい」など、ひらサポメンバー同士、大人

だけの交流を目的とした企画も応募可能です。ぜひ、興味のあるとこ

ろから、平塚支援学校での活動に参画されてはいかがでしょうか。現

在進行中の企画は下記の表をご覧ください。 

企画 応募日 実施日 12 月現在の状況 

ヘアカット ８月３日 12 月 26 日（火） 参加者決定 

協力企業との最終調整中 

ミキサー食お家で 

どうしてるの？座談会 

８月 30 日 １月 16 日（火） 

10:00～12:00 

参加者募集中 

 

 学校に児童生徒がいる時間帯に、活動のお手伝いをしてく

れるボランティアを募集しています。条件は以下の２点です。 

①高校生以下は不可 

②ボランティア保険に加入されていること 

現在登録されている方は９名です。肢体不自由教育／A 部門の車いすの操作や、授業中の

物の移動、児童生徒との交流（お話相手）などをお願いしています。実際に活動に参加して

いただくときには、各学部からの希望をもとに調整します。そのつど、担当者が活動内容や

時間をお知らせし、参加できるかどうかの返答をサポーターの方からいただいて、活動とサ

ポーターとをマッチングさせていただきます。活動時間帯など、希望をうかがいながらの調

整も可能です。活動に興味がある方は、学校サポーター担当（📞:0463-58-2487）までご連

絡ください。 
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